
崎
浜
の
海
の
恵
み
を
全
国
に

フ
ァ
ン
を
増
や
し

崎
浜
の
魅
力
を
広
め
た
い

　
大
船
渡
市
三
陸
町
越
喜
来
、崎
浜
の
漁

師
・
中
野
圭
さ
ん
は
、ワ
カ
メ
や
ホ
タ
テ
、

ホ
ヤ
な
ど
の
養
殖
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　
一
度
は
田
舎
か
ら
出
た
い
と
、中
学
卒

業
後
に
地
元
を
離
れ
た
中
野
さ
ん
。そ
の

後
、首
都
圏
の
大
学
を
卒
業
し
、都
内
の
企

業
に
就
職
し
ま
し
た
。人
生
の
転
機
が
訪

れ
た
の
は
、社
会
人
2
年
目
の
春
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
津
波
。地
元
に
戻
っ

た
同
級
生
ら
と
顔
を
合
わ
せ
る
う
ち
に

「
地
元
で
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
」と
思
う

よ
う
に
。N
P
O
法
人
い
わ
て
連
携
復
興

セ
ン
タ
ー
の
理
事
と
し
て
、復
興
の
サ

ポ
ー
ト
を
担
い
ま
し
た
。そ
し
て
２
０
１

６
年
、本
格
的
に
就
漁
し
ま
し
た
。

　
漁
業
を
始
め
て
見
え
て
き
た
の
は
、市

場
に
出
回
ら
な
い
、間
引
き
ワ
カ
メ
な
ど

漁師仲間の山﨑太樹さん、川畑和稔さん
とともに立ち上げた「崎浜ヤンキーブラ
ンド」。無価物として扱われてきた「間引
きワカメ」がまるで、「いいやつなのに社
会の中で居場所がない、田舎のヤンキー
たち」のようだと感じたことからこのネー
ミングに。キャッチーなデザインが目を
引きます。

作業場で手伝ってくれるのは、子どもの頃か
らお世話になっている親戚や近所の人たち。

の「
無
価
物
」が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
現
状
。

こ
の
廃
棄
す
る
に
は
も
っ
た
い
な
い「
お

い
し
い
無
価
物
」を
流
通
さ
せ
よ
う
と
、

中
野
さ
ん
は
、地
元
の
同
世
代
の
漁
師
た

ち
と「
崎
浜
ヤ
ン
キ
ー
ブ
ラ
ン
ド
」を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　
首
都
圏
に
人
脈
が
あ
る
中
野
さ
ん
。ワ

カ
メ
、メ
カ
ブ
、ウ
ニ
と
い
っ
た「
崎
浜
ヤ

ン
キ
ー
ブ
ラ
ン
ド
」を
掲
げ
て
、首
都
圏

の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
、試
食
イ
ベ
ン
ト

を
定
期
的
に
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
そ
の
時
の
お
客
さ
ん
が
、崎
浜
に
来
て

漁
師
体
験
を
し
た
り
、海
産
物
を
買
っ
て

く
れ
た
り
と
、今
も
交
流
が
深
ま
っ
て
い

ま
す
」と
、中
野
さ
ん
。崎
浜
に
来
る
人
が

増
え
、漁
師
た
ち
に
も
港
に
も
活
気
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
徐
々
に
増
え
始
め
た「
崎
浜
フ
ァ
ン
」。さ

ら
に
そ
の
数
を
全
国
に
増
や
し
、崎
浜
の
魅

力
を
広
め
て
い
こ
う
と
、中
野
さ
ん
と
漁
師

仲
間
た
ち
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

大船渡市越喜来にある崎浜で、16代続く漁師「中野えびす丸」。中
野圭さんは、漁協に出荷するだけでなく、自ら顧客やレストランに
直送するなど、流通を開拓。就漁してからも養殖のノウハウを親や
先輩から学び、さまざまなチャレンジをしています。

16 15

今回のテーマは…

教育

岩手の未来をけん引する人材の育成に向けて

PICKUP

みんなで目指す岩手の将来像のための「いわて県民計画（2019～2028）」。10の政策分野から、
今回は「教育」をピックアップ！　小学校などで本格化するプログラミング教育を取り上げます。

専門は画像認識系分野。情報通信技
術（ITC）を活用する「スマート農業」の
研究にも従事

体験型教室「サイエンス・キッズ」
小学生がプログラムで
ドローンを飛ばしてみた！

岩手県立大学 ソフトウェア情報学部

准教授 小嶋 和徳 さん

小学4年生～6年生対象。パソコンでプログ
ラミングとドローンの基礎を学び、自動操縦
を体験。アシスタントの大学生がサポートし
てくれるので経験がなくても大丈夫!

　岩手県立大学ソフトウェア情報学部では、県内の小
中高生、短大・高専生向けにさまざまな講座を開催し
ています。その中のひとつが小学生対象の体験型教室
「サイエンス・キッズ」。ゲームやロボットなど楽しく学
べる講座で、毎回大勢の小学生が参加します。中でも
「ドローンを動かすプログラムを作ろう!」は、募集を開
始するとすぐ、定員が埋まるほど人気があります。
　講座を担当するのは准教授の小嶋和徳さん。「学
内のドローンプロジェクトで『子ども向けにできるこ
とをやろう』という声が上がり、講座が始まりました」
と話します。
　講座では全国の小中学校で使われているプログラ
ミングツール「スクラッチ」を使い、小型ドローンを飛
ばすプログラム作りにトライ。ドローンをどのように動

かそうか、自分で考えた命令を組み合わせてパソコン
で入力し、実際にそのとおり動いたときは、子どもたち
から歓声が上がります。
　「目的に向かって筋道を立てて考えるけれど、ゴール
までの道は幾通りもあり、途中で試行錯誤もする。そう
いった考え方を身につけるには、プログラミングは有
効だと思いますね」と小嶋准教授は語ります。
　プログラミング教育
で養われる論理的思考
力やコンピュータのス
キルが、これからの時
代を生きる子どもたち
の大きな糧になること
は間違いないでしょう。

取
り
組
み

サイエンス・キッズ
（小学生対象）

　人工知能などの技術が急速に進むデジタル社会では、IT人材の重要性が増しています。それに対応
すべく、2020年度から小学校でのプログラミング教育が必修化されるなど、義務教育の場でもITにつ
いて学ぶようになってきました。
　このような社会情勢の変化のなかで、「地域に貢献するものづくり産業人材の確保・育成・定着」を
県民計画の目標に掲げ、さまざまな取り組みを進めています。今回はその1つ、岩手県立大学が行って
いる体験型教室「サイエンス・キッズ」の取り組みを紹介します。

岩手県立大学ソフトウェア情報学部 公開講座 実施例

デジタル社会に対応する
プログラミング教育が始まっています!

今年度の開催は検討中のため、ソフトウェア情報学部
ホームページで確認を。リモート開催の場合も。

岩手県立大学 検 索

問い合わせ 岩手県立大学ソフトウェア情報学部　電話／019-694-2500

「0と1で何ができるかな」
「プログラミングをからだで感じてみよう!」など

お
き
ら
い

サイエンス・ジュニア
（中学生対象）

サマーセミナー
（中高校生、高専生、短大生対象）

［テーマ］

「計算の速さの不思議と発見」
「プログラムと数学の同じ・違う」など

［テーマ］

「『スマート社会』の中の数学」
「最新の音声認識システム」など

［テーマ］

いわて
県民計画
（2019～2028）


